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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年8月25日(2014.8.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも２層の感圧性接着剤を含み、
　第１の層は第１の感圧性接着剤組成物を含み、
　第２の層は、Ｘがエチレン性不飽和基を含み、かつＢが非シロキサン含有セグメント化
尿素系単位、又は非シロキサン含有セグメント化ウレタン系単位を含む少なくとも１つの
Ｘ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマーを含む硬化した混合物を含む第２の感圧性接着剤組成物を含
む、多層状両面接着剤。
【請求項２】
　ポリマー接着剤組成物溶液又は分散液を含む第１の流体を準備する工程と、
　Ｘがエチレン性不飽和基を含み、かつＢが非シロキサン含有セグメント化尿素系単位、
非シロキサン含有セグメント化ウレタン系単位、又はシロキサン系単位を含む、少なくと
も１つのＸ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマーと、反応開始剤と、を含む硬化性組成物を含む第２
の流体を準備する工程と、
　前記第１の流体及び前記第２の流体を基材上にコーティングする工程と、
　前記硬化性組成物を硬化する工程と、を含む、多層状両面接着剤の調製方法。
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【請求項３】
　前記第１の流体及び第２の流体を基材上にコーティングする工程が、２種類の流体を同
時にスロットダイコーティングすることを含む、請求項２の方法。
【請求項４】
　少なくとも２層の感圧性接着剤を含み、第１の層は第１の感圧性接着剤を含み、第２の
層は、Ｘがエチレン性不飽和基を含み、かつＢが非シロキサン含有セグメント化尿素系単
位、又は非シロキサン含有ウレタン系単位を含む少なくとも１つのＸ－Ｂ－Ｘ反応性オリ
ゴマーを含む硬化した混合物を含む感圧性接着剤を含む、多層状両面接着剤と、
　基材と、
　を含む接着剤物品。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００４】
　第１の層が第１の感圧性接着剤組成物を含み、第２の層が硬化した混合物を含む第２の
感圧性接着剤組成物を含む、少なくとも２層の感圧性接着剤を含む多層状両面接着剤が本
明細書に開示される。硬化した混合物は、少なくとも１つのＸ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマー
を含み、式中、Ｘはエチレン性不飽和基を含み、Ｂは非シロキサン含有セグメント化尿素
系単位、又は非シロキサン含有セグメント化ウレタン系単位を含む。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００５】
　多層状両面接着剤の調製方法、多層状両面接着剤及び多層状両面接着剤を使用して調製
した物品も開示される。多層状両面接着剤の調製方法は、第１の流体であって、ポリマー
接着剤組成物溶液又は分散液を含む第１の流体を準備する工程と、第２の流体であって、
硬化性組成物を含む第２の流体を準備する工程と、第１の流体及び第２の流体を基材上に
コーティングする工程と、硬化性組成物を硬化する工程と、を含む。硬化性組成物は、少
なくとも１つのＸ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマーを含み、式中、Ｘはエチレン性不飽和基を含
み、Ｂは非シロキサン含有セグメント化尿素系単位、非シロキサン含有セグメント化ウレ
タン系単位、又はシロキサン系単位を含むものと、反応開始剤と、を含む。いくつかの実
施形態では、第１の流体及び第２の流体を基材上にコーティングする工程は、２種類の流
体の同時スロットダイコーティングすることを含む。別の実施形態では、第１の流体及び
第２の流体を基材上にコーティングする工程は、２種類の流体を順次コーティングするこ
とを含む。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　接着剤物品も開示される。接着剤物品は、少なくとも２層の感圧性接着剤を含む多層状
両面接着剤と、基材と、を含む。第１の層は第１の感圧性接着剤を含み、第２の層は硬化
した混合物を含む感圧性接着剤を含む。硬化した混合物は、少なくとも１つのＸ－Ｂ－Ｘ
反応性オリゴマーを含み、式中、Ｘはエチレン性不飽和基を含み、Ｂは非シロキサン含有
セグメント化尿素系単位、又は非シロキサン含有ウレタン系単位を含む。基材は、光学活
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性フィルムを含んでよい。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　第２の流体は、硬化性組成物を含む。硬化性組成物は、フリーラジカル重合可能成分を
含み、かつ非フリーラジカル重合可能成分を含んでもよい。硬化性組成物は、少なくとも
１つのＸ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマーを含み、式中、Ｘはエチレン性不飽和基を含み、Ｂは
非シロキサンセグメント化尿素系、非シロキサンセグメント化ウレタン系単位、又はシロ
キサン系単位を含む。硬化性組成物中の構成成分の性質に応じて、硬化性組成物は溶媒を
含有してよく、又は固形分１００％の無溶媒組成物であってよい。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　いくつかの実施形態では、本開示は、Ｘがエチレン性不飽和基を含み、Ｂが非シロキサ
ンセグメント化尿素系単位を含む、少なくとも１つのＸ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマーを含有
する硬化性組成物を含む。好適なＸ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマーの例は、例えば、国際公開
ＷＯ　２００９／０８５６６２号に記載されている。尿素系単位は、ポリオキシアルキレ
ン基を含有してもよい。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　いくつかの実施形態では、本開示は、Ｘがエチレン性不飽和基を含み、Ｂが非シロキサ
ンセグメント化ウレタン系単位を含む、少なくとも１種のＸ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマーを
含有する硬化性反応混合物を含む。好適なＸ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマーの例は、例えば、
係属中の米国特許出願第６１／１７８５１４号「Ｕｒｅｔｈａｎｅ－ｂａｓｅｄ　Ｐｒｅ
ｓｓｕｒｅ　Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ」（２００９年５月１５日出願）
に記載されている。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
　典型的には、ウレタン系反応性オリゴマーは、構成単位－Ｂ－が一般構造－Ａ－Ｄ－Ａ
－の単位を含み、ここでＤ単位の数平均分子量が５，０００グラム／モル以上の非シロキ
サン基であり、Ａ基がウレタン結合基である、ウレタン系単位を含む。したがって、本開
示の典型的な非シロキサンウレタン系反応性オリゴマーは、一般構造Ｘ－Ａ－Ｄ－ＡＸを
有する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２５
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２５】
　また、本明細書では多層状両面接着剤も開示される。これらの接着剤は、第１の感圧性
接着剤層及び第２の感圧性接着剤層を含む。第２の感圧性接着剤は、上記のように硬化性
反応混合物を硬化することにより形成される。上記方法を用いて、様々な接着剤物品を形
成できる。感圧性接着剤層がコーティングされる基材が剥離ライナである場合、形成され
た物品は転写テープである。転写テープ物品を様々に異なる基材に積層し、更なる物品を
形成できる。あるいは、感圧性接着剤層がコーティングされる基材が剥離ライナでない場
合、様々に異なる物品を直接調製できる。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３２】
　第２の感圧性接着剤層は硬化した混合物を含む。硬化した混合物は、尿素系又はウレタ
ン系であってよい少なくとも１つのセグメント化ポリマーを含む。ポリマーはホモポリマ
ーを含み、その硬化した混合物が単一の反応性化合物から形成されてもよく、又は硬化し
た混合物はコポリマーを含み、その硬化した混合物が２種類以上の反応性化合物から形成
されてもよい。典型的には、第２の感圧性接着剤層はコポリマーを含む。尿素系又はウレ
タン系である第２の感圧性接着剤層の調製に用いる、非シリコーン含有セグメント化尿素
系オリゴマー及び非シリコーン含有セグメント化ウレタン系オリゴマーについては、上で
詳しく述べている。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４６】
　実施形態の中には、多層状両面接着剤の調製方法がある。第１の実施形態には、ポリマ
ー接着剤組成物溶液又は分散液を含む第１の流体を準備する工程と、Ｘがエチレン性不飽
和基を含み、Ｂが非シロキサン含有セグメント化尿素系単位、非シロキサン含有セグメン
ト化ウレタン系単位、又はシロキサン系単位を含む少なくとも１つのＸ－Ｂ－Ｘ反応性オ
リゴマーを含む硬化性組成物と、反応開始剤と、を含む第２の流体を準備する工程と、第
１の流体及び第２の流体を基材上でコーティングする工程と、硬化性組成物を硬化する工
程と、を含む、多層状両面接着剤の調製方法が挙げられる。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５３】
　実施形態８は、Ｘ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマーが、非シロキサンセグメント化尿素系ジア
ミンとＺ－Ｘ分子（式中、Ｘがエチレン性不飽和基を含み、かつＺがアミン反応性基を含
む）との反応生成物である、実施形態１に記載の方法である。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５４
【訂正方法】変更



(5) JP 2013-539493 A5 2014.10.9

【訂正の内容】
【０１５４】
　実施形態９は、Ｘ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマーが、非シロキサン含有セグメント化尿素系
ジアミンと、Ｚがアミン反応性基を含みかつＷが連結基を含むＺ－Ｗ－Ｚ材料と、の反応
生成物を、引き続きＸがエチレン性不飽和基を含みかつＹがＺ反応性基を含むＹ－Ｘ材料
と反応させたものである、実施形態に記載１の方法である。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６５】
　実施形態の中には、多層状両面接着剤がある。実施形態２０には、第１の層が第１の感
圧性接着剤組成物を含み、第２の層が、少なくとも１つのＸ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマー（
式中、Ｘはエチレン性不飽和基を含み、Ｂは非シロキサン含有セグメント化尿素系単位、
又は非シロキサン含有セグメント化ウレタン系単位を含む）を含む硬化した混合物を含む
第２の感圧性接着剤組成物を含む、少なくとも２層の感圧性接着剤が含まれる。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６６】
　実施形態２１は、Ｂが、少なくとも１つの尿素基及び少なくとも１つのオキシアルキレ
ン基を含む非シロキサン含有セグメント化尿素系単位を含む、実施形態２０に記載の多層
状両面接着剤である。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６７】
　実施形態２２は、Ｘ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマーが、非シロキサンセグメント化尿素系ジ
アミンとＺ－Ｘ材料（式中、Ｘがエチレン性不飽和基を含み、Ｚがアミン反応性基を含む
）との反応生成物である、実施形態２０又は２１に記載の多層状両面接着剤である。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１７０】
　実施形態２５は、Ｘ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマーが、非シロキサンセグメント化尿素系ジ
アミンと、Ｚがアミン反応性基を含みかつＷが連結基を含むＺ－Ｗ－Ｚ材料と、の反応生
成物を、引き続きＸがエチレン性不飽和基を含みかつＹがＺ反応性基を含むＹ－Ｘ材料と
反応させたものである、実施形態２０に記載の多層状両面接着剤である。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【０１７２】
　実施形態２７は、Ｂが、少なくとも１つのウレタン基及び少なくとも１つのオキシアル
キレン基を含む非シロキサンセグメント化ウレタン系単位を含む、実施形態２０に記載の
多層状両面接着剤である。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１８２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１８２】
　実施形態の中には、接着剤物品がある。実施形態３７には、第１の層が第１の感圧性接
着剤を含み、第２の層が、少なくとも１つのＸ－Ｂ－Ｘ反応性オリゴマー（式中、Ｘがエ
チレン性不飽和基を含み、Ｂが非シロキサン含有セグメント化尿素系単位、又は非シロキ
サン含有ウレタン系単位を含む）を含む硬化した混合物を含む感圧性接着剤を含む少なく
とも２層の感圧性接着剤と、基材と、を含む多層状両面接着剤が含まれる。
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